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中２数学Ｃ ２０１９年度春期講習 本問解答 

§４ ピタゴラスの定理の応用 

※ 欠席してしまった場合は、問 4.1, 本解答 p.3の「三角定規の 3辺の長さの比」,
問 4.3～問 4.5を（余裕があれば問 4.2, 問 4.6も）自分で確認し、p.24の宿題
H4.1～H4.4に取り組んで提出してください。

問４.１
まず、(i)の二等辺三角形について考える。
(1) AB ACの二等辺三角形なので、Aから BCに下ろし
た垂線の足を Hとすると、  BH CH 3となる。
△ABHにピタゴラスの定理を用いて、

 2 2 27 3 AH
    2 2 2AH 7 3 49 9 40

∴  AH 40 2 10（AH 0 より）

したがって、

     
11

2
BC AH 6 2 10 6 10

2
S

で、これを小数第 1位まで正確に求めると、  10 3.162 なので、

  6 10 18.9S

(2) 内接円の中心（内心）を Iとし、内接円と辺 AB, BC, CA
との接点をそれぞれ D, E, Fとすると、ID, IE, IFは辺
AB, BC, CAと垂直である（Eは BCの中点となり、H
と一致するが、このことは今は使わない）。

したがって、 Sは、 rを用いて

AB ID BC IE CA IF

1 1 1
7 6 7

IAB IBC ICA

1 1 1
2 2 2

2 2 2
1

(7 6 7) 10
2

r r
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
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と表せる。よって、(1)の結果とあわせて
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(ii)についてもまったく同様である。
(1) Aから BCに下ろした垂線の足を Hとすると、

   2 3AH 6 3 27 3 3

∴      
1

BC AH 6 3 3 9 3
2

1
2

S

で、これを小数第 1位まで正確に求めると、

3 1.732 なので
9 3 15.5S    

(2) 内接円の中心を Iとし、内接円と辺 AB, BC, CAとの接点をそ
れぞれ D, E, Fとすると、

AB ID BC IE

IAB IBC ICA

1 1 1
2 2

CA IF

1
(6 6 6) 9

2

2

S

r r

     

 

 

   



 



△ △ △

と表せる。よって、(1)の結果とあわせて

9 9 3r  ∴  
1

9 3 3
9

r

問４.2 

(1) A4 判の対角線の長さと B4 判の長い方の辺の長さが
同じになる。

(2) (1)で述べた関係は、A0 判と B0 判についても同じで

ある。また、問 1.7でみたように、コピー用紙の長い

方の辺と短い方の辺の比は 2 : 1（これは A判でも B
判でも同様）である。

よって、A0 判の短い方の辺を xとおくと、長い方の

辺は 2 xで、右図の A判, B判の重なりの直角三角形

にピタゴラスの定理を用いれば、B0判の長い方の辺は

 2
2 22 3 3x x x x 

となる。したがって、A0判と B0判の相似比は : 2 :32 3x x  である。

これより面積比は 2 : 3と分かるから、B0判の面積はA0判の面積の 1.5倍で、 21.5m

である。
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三角定規の 3辺の長さの比 

 AC BC 1の直角二等辺三角形 ABCの斜辺 ABの長さは、
ピタゴラスの定理より

2 2 2 22AB AC BC 1 1 2    

 ∴ AB 2（ AB 0なので）
となり、3辺の長さは右図のようになる。
すべての直角二等辺三角形は△ABCと相似なので、3辺の長
さの比は右図の△ABCと同じになる。

, B 60A 3 , 900 C    ∠∠ ∠ で、 AB 2の直角三角形 ABC

は、右図の正三角形 ABDの半分になっていて、BC CD 1 
である。△ABCにピタゴラスの定理を用いて、

 2 2 2AB AC BC
2 2 22 AC 1 

2AC 4 1 3  

∴AC 3 （AC 0 より）

となり、3辺の長さは右図のようになる。
  , 603 , 900 の三角定規の形の直角三角形は、すべて△ABC

と相似なので、3辺の長さの比は右図の△ABCと同じになる。
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問４.３
(1) △ABDは直角二等辺三角形なので、3辺の比は

BA : AD : BD 1 : 1 : 2 ( 2 : 2 : 2) 

であり、また、△BDC は , 60 930 , 0  の直角三角形な

ので、3辺の比は

BD : DC : BC 2 : 1 : 3

である。よって、

BA : BD : BC 2 : 2 : 3

となり、 BC
2 2

3 3
x  

1

6
2 3

2 2 3 2 6  

(2) A から BC に下した垂線の足を Hとすると、△ABH
は , 60 930 , 0  の直角三角形なので、3辺の比は

AB : BH : HA 2 : 1 : 3
よって、AB 4 より、

1 1
4 2

2 2
BH AB   

AH BH 3 2 3 2 3   
CH BC BH 6 2 4    

と求まる。

すると、△ACHにピタゴラスの定理を用いて、
2 2 22=AC 4 (2 3) 16 12 28x     

よって、 0x  より、 28 2 7x  

(3) Aから BCに下した垂線の足を Hとする。
△ABHは直角二等辺三角形なので、3辺の比は

AH : BH : AB 1 : 1 : 2
であり、また、△ACHは , 60 930 , 0  の直角三角

形なので、3辺の比は

AC : AH : HC 2 : 1 : 3
となっている。よって、

 AB : BC AB : (BH HC) 1 32 :   

なので、
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(4) BCと ADの交点を Pとすると、△PABと△PCDはとも
に , 60 930 , 0  の直角三角形になる。

まず、△PCDに着目して、

CD : DP 1 : 3

∴ CD 33 2P D  

よって、 DPAP 2 3A 2D    と分かる。

すると、△PABに着目して、
AP : AB 2 : 1

∴  1
AP 2 2 3 1 3

2
1

AB
2
     

(5) AB ACの二等辺三角形なので、A から
BC に下ろした垂線の足を H とすると、
BH CH 9  となる。

△ABH は , 60 930 , 0  の直角三角形なので、

AH : BH 1 : 3

∴
1

BH 9 3 3
1

AH
3 3
   

よって、

1
BC AH 18 3 3 27 3

2
1
2

S      

(6) Cから BA の延長に下した垂線の足を Hと
すると、△CAHは , 60 930 , 0  の直角三角形
なので、

AC : CH 2 : 1

∴
1

AC
1

CH 4 2
22

    

よって、

1
AB CH 4 2 4

2
1
2
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問４.４ 

(1) 1辺の長さが 1の正三角形 ABCにおいて、

Aから BCに下ろした垂線の足を Hとすると、

 2
2 1 3 3AH 1

2 4 2
    となり、

求める面積は、

1 1 3 3BC AH 1
2 2 2 4
     

これを小数第 2位まで求めると、 3 1.732 なので
1.732 0.43

4
 

1辺の長さが 1の正八角形 ABCDEFGHは、

右図のように対角線の交点を I,J,K,Lとおくと、

直角二等辺三角形 BCJが 4つ分と、長方形 ABJIが

4つ分と、正方形 IJKLが 1つ分に分けられる。

よって、

2
21 1 14 4 1 1

22 2

1 2 2 1 2 2 2

                   

    

これを小数第 2位まで求めると、 2 1.414 
2 2 1.414 4.82   
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問４.５
△BDEに注目する。
△BCEはBC CE の二等辺三角形であり、

BCE 9 1 00 60 5    ∠

なので、

1
CBE CEB (1 18

2
50 50 ) 1      ∠ ∠

したがって、
DBE DBC EBC 4 15 305     ∠ ∠ ∠

DEB DEC CEB 6 15 450     ∠ ∠ ∠

となります。よって、Dから BEに下ろした垂線の
足を H とすると、△BDH は , 60 930 , 0  の直角三

角形で、△DEHは直角二等辺三角形になる。
すると、

△BDHの 3辺の比 BD : DH : BH 2 : 1 : 3

△DEHの 3辺の比 DH : EH : DE 1 : 1 : 2
より、

 BD : BE 12 : 3 

△ABDは直角二等辺三角形で AB 2 2 2BD 2 2    なので、

1

3 1 3 1
B

2 2
B DE

 
   1 2  2 2 3 1 6 2   

これを小数第 1位まで求めると、 , 2 1.416 2.44  なので、

6 2 2.44 1.41 3.8     
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問４.６
△ABCにピタゴラスの定理を用いて、

2 2 240 30 BC 
2 2 2BC 40 30 1600 900 700    

∴BC 700 10 7 ( 0)    ································ ①

△ABDにピタゴラスの定理を用いて、
2 2 240 AD 20 

2 2 2AD 40 20 1600 400 1200    

∴AD 1200 20 3 ( 0)   ······························ ②

一方、△ACEと△BDEにおいて、
ACE BDE∠ ∠ （ 90 ）
AEC BED∠ ∠ （対頂角）

なので、

ACE BDE△ ∽△ （二角相等）

△ACEと△BDEの相似比は
AC : BD 30 : 20 3 : 2 

なので、
AE : BE 3 : 2
CE : DE 3 : 2

となる。よって、AE 3 , CE 3x y  とおくと、BE 2 , DE 2x y  で、 ,① ②より

2 3 10 7x y   ··············································· ③

3 2 20 3x y   ·············································· ④
3 2  ④ ③ より

9 6 60 3 ......

) 4 6 20 7 ......

5 60 3 20 7

)

) 6

3

2

x y

x y

x y

 

  







 

 ④

③

よって、 12 3 4 7x   で、

 12 3 4 7AE 3 36 3 12 7  
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